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大災害を契機に， 1962年， ピノレ用水法と工業用水法(改正〉が制定され，逐次採取規制が強化さ

れた結果， ょうやく最近では沈静佑している。

大限平野以外の地下水区では，経済の高度成長期以後，地下水障害が目立つようになり，京都

盆土也，豊岡盆地，淡路島2 矯磨平野の臨海部などでは，地盤沈下の発生が知られるようになった。

沖積層の分布が薄く，大阪層群の最下部から下部にかけての被圧地下水を採取している奈良盆

地，播磨平野主部，大阪平野の南西部などの地域では，極端な地盤沈下や被害は目立っていない。

しかし，奈良盆地南部では，地下水位が地表下回数 m にあり，年々低下の傾向をみせている。

和歌山平野の沿岸部など海岸部では，塩水浸入の進んでいるところが多い。

このほか，大阪平野や奈良盆地では，化石塩水の存在する ことが知られており，地下水利用上

問題となっている。

(3) 今後の地下水利用

近畿地方の地下水区のうち，大阪平野，奈良盆地，豊岡盆地，搭磨平野，淡路島および京都盆

地の一部は，明瞭な過剰採取の状態にあり ，これ以上の地下水の新規開発利用の余硲はないとい

える。一方，近江盆地，京都盆地，亀間金地などではまだ開発の余地がある。しかし，これとて

も，古琵琶湖層群や大阪層群の泥賀岩優勢部での余裕は少なく ，その上位の扇状地堆積物中の不

圧地下水の開発利用に余絡があるだけである。したがって，これらの地域については，その地域

の特性に応じた適正な地下水の開発利用を進める必要がある。

(宮島吉雄〉
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1.大阪平野

(1) 地形・地質

第 2節地域の地下水

大阪平野は，東を金剛，生駒山地，南を和泉山脈，北を北摂山地に境され，西は大阪湾に面し

ている。
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山地の前縁には丘陵や台地あるいは段丘が広がり，それに接して沖積低地が続く。北摂山地の

南には千皇丘陵や伊丹台地が，和泉山地の北側には羽曳野丘陵や泉北，泉南丘陵が接し， さらに

泉北丘陵から北に細長く 上町台地が続く。 また，生駒山地の北部には八幡丘陵や枚方丘陵がある。

ただし，生駒山地の西部にはこうした丘陵や台地がなく，直接沖積低地に接している。

地質は中，古生層，新第三紀中新世の二上層群および神戸層群，中生代の火山岩類および花商

岩類を基盤とし，その上を大阪層群，段丘堆積物および沖積層が担っ ている(図2-6-5)。

大阪層群は，千里丘陵を様式地とするもので， 1徐，砂，粘土，火山灰からなり， 11枚の粘土層，

7枚の火山灰層によって層序が組立てられ， 上部，下部(最下部)に区分されている(図2-6-6)。

最近では，これまで高位段丘堆積物といわれてきたものが大阪層群の最上部層である こと が明ら

かにされ， また下部の MaOの下位に不整合のある ことが見出されたことから，大阪層群を上部

亜層群，中部亜層群および下部盟層群に区分するのが妥当であるといわれている 〈表2-6-3，図2-

6-7)。

段丘は高位， 中位，低位に区分されている。従来，高位段丘堆積物とされてきた赤色風化T劇習

やロ ースの粘土層を伴う堆積物は，大阪層群最上部の“満池谷累居"に当る ことになる。したが
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表 2-6-3 大阪層群に関する層序区分，年代， 化石，地殻変動
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図2-6-6 大阪平野地下における大阪層群の地質構造推定図(6)

って，高位面はその堆積面になる。

中位段丘土佐積物は，標高 10-100m の面を構成 し， 層厚 20111内外で下部に海成粘土層を挟む。

上町累層，川商喋眉，伊丹粘土層，伊丹磯層(4) 枚方層 (5)など とH乎ばれ，上町台地，伊丹台地，

枚方丘陵などに分布する。
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図2-6-8 大阪平野の沖積層 (梶山，市原による〕

低位段丘堆和物は主と して砂礁からなり，層厚は 10m前後である。伊丹台地や泉南北j或の中
位段丘の前縁に分布する。沖積面下の低位段丘相当層は天満層 とl呼ばれ，層厚 10-35m れ牒層

と粘土層からなる。

沖積層は灘波累層と呼ばれ，下位から粘土， シノレト互層，海成粘土周，細砂~礁周からなる

〈図2-6-8)。

(2) 地下水

大阪平野における帯水層は，大阪層群中の粗~f到冒お よびその上位の洪積層の中の砂礁周である。
いずれも，主にも皮圧地下水の帯水層を形成 している。 不圧地下水の良好な帯水層 となる扇状地性
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図 2-6-9 東大阪地域の高温化物地下水
(大阪層群のi海成粘土層の層序 (Na10-3)は池部による〉
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堆積物の発迷は貧弱である。泉南，泉北地方では，大阪層群中の被圧地下水が採取利用されてい

る。その層準は大阪層群上部~最下部にわたり ，比湧出量は 100-400m3fdfm で あり 1井当

り1，000-2，500m3fdを揚水している。

大阪平野東部 (i河内平野)，主部および北部では，大阪層群のほか，大阪層群を覆う洪積層の被

圧地下水を採取している。その比湧出量は 28-230m
3fdfm で あり 1井当り の揚水量は 1，000

-1，500 m
3fdである。 採水対象となっている大阪層群は，Ma3から Ma10付近までの層準で あ

り，比湧出量は 140-330m~fdfm である。 1 弁当り 1，200 - 2 ，000 m3fdの揚水が行われている。

大阪平野，中でも東大阪地域では，大阪層群の中の Ma6の上位の格水層から塩化物の濃度の

高い地下水を産する ことが知られており，地下水利用上，問題となっ ている (図2-6ーの。

地下水の利用状況は，扇状地性堆積物の分布が貧弱なこともあって，不圧地下水の利用よりも

深層の被圧地下水利用が多L、。 扇状地性堆積物のみ られる伊丹丘陵周辺などでは，古くから不圧

地下水が沼造業な どに利用 されてきた。ま た，堺市の臨海部では， 風車に よって浅層の地下水を

汲み上げ，特異な景観を呈していたが3 近年の都市化によって減少の一途をたどり，い まではわ

ずかに痕跡程度の 1台を残すのみとなった。

大阪の地盤沈下は，すでに 1930年代から進行し，第二次大戦直後に一時停止した ものの社会

経済の復興につれ再び激 しく なった。 この地盤沈下の原因が地下水の過剰揚水にある ことは，第

二次大戦前に和迷清夫によって指摘されていたが，広く認められるよう になったのは戦後のこと

である。 大阪市は，地盤沈下防止対策として 1951年から工業用水道の建設に着手するとともに，

1959年には地盤沈下防止条例を制定して地下水採取の規制を行った。 しかし，沈下は依然とし

て進行し，1961年の第二室戸台風時に高潮による大きな被害を招いた。 これを契機に「建築物

用地下水の採取の規制に関する法律」が制定され，工業用水法の一部も改正されて地下水採取の

規制が一段と強化された。その結果，大阪市内だけでみても ， 1962年に 1億 300万m31年もあ

った揚水量が， 1974年には 52万 m3f年と大幅に減少し，地盤沈下 も1964年以降，著 しく鈍化

した。 最近では，逆に一部の地域で隆起現象も認められている。

〈宮島吉雄〉

参考文献

(1) 市原笑 ・藤田和夫 ・森下 品 ・中世古幸次郎 (1955):千里山丘陵一一大阪層群の研究(その 1)

地質学雑誌，61， 720 

(2) 市原 実 (1975)・大阪層群と大阪平野，アーパンクポタ NO.ll

(3) 藤田和夫 ・笠間太郎 (1982):大阪商北部地域の地質，地質調査所 地域地質研究報告

(4) 古谷正和 (1978)・大阪平野の上部更新統，地質学雑誌， 84， 7 

(5) 高谷好一 ・市原実 (1961):枚方丘陵の第四紀 とくに香里図庖一一枚方層ロみられる気候変化に

ついて，地質学嬬志， 67. 

(6) 大阪地盤沈下総合対策協議会 (1975):大阪における地盤沈下の概況

(7) 土質工学会 (1977):大阪地盤

2.和歌山平野

和歌山平野は紀ノ川下流部に広がる氾濫原，三角洲状の平野である。きわめて平坦であり， 北


